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徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル

菅

野

和

太

郎

既
に
足
利
時
代
か

ι誹
ι」
い
ふ
名
主
附
し
た
阻
槌
運
動
が
、

に
は
脚
じ
て
庶
民

ω
金
融
機
凶
に
も
亦
静
占
い
ふ
名
稲
を
川
ひ
一

石
己
と
L
A

な
つ
か
に
o
t〆
一
明
ち
明
品
'
F件
、
川
結
滞
在
的
せ

ι礼

;
一

l
'
i
i
i
l
;
;
l
l
i
‘

;

る
も
の
で
あ
る
叫
共
後
徳
川
時
代
に
至
り
て
商
人
の
同
業
組
合
一

郎
ち
仲
川
又
は
組
合
に
も
誹
の
各
締
を
川
弘
る
と
と
L
た
っ
た
一

の
で
あ
っ
て
リ
例
へ
ば
江
戸
仙
問
屋
株
仲
間
二
十
川
畑
白
内
の
一

一
組
で
あ
っ
た
明
一
判
明
叫
嘉
永

F
fへ
阪
の
砂
仙
波
仲
間

ω結
一

合
し
た
生
体
協
及
び
天
保
六
年
犬
阪
の
民
鎗
吹
職
一
一
川
の
取
結
一

ん

長

率

2
2
2例
で
あ
る
。
宮
中
で
も
明
利
一

始
め
主
さ
し
て
副
寺
参
拝
の
川
的
の
た
め
に
設
生
し
た
が
、
後

誹
の
如
吉
は
問
問
株
仲
間
で
あ
っ
て
、
共
の
特
段
な
る
特
仙
怖
に

よ
っ
て
共
の
叫
営
業
上
利
討
す
る
所
は
悲
し
少
く
た
か
っ
た
。
制

L
乍
ら
尚
人
心
取
結
ん
だ
誹
の
内
に
は
.
か
〈
の
如
吉
仲
附
の

時量

総

徳
川
時
代

ω
尚
入
均
ル
一
7

ル

性
質
牢
未
だ
完
全
に
有
せ
十
、
車
に
共
の
替
業
k
白
或
部
分
に

就
い
て
の
み
同
業
者
白
協
定
し
た
と
と
ろ
の
、
所
謂
企
業
職
ム
口

削
ち
カ
ル
テ
ル
た
る
も
の
も
存
在
し
た
。
今
徳
川
時
代
に
商
人

の
同
業
者
が
取
結
ん
だ
カ
ル
テ
ル
に
倒
し
て
、
共
の
資
料

E
-

二
紹
介
し
よ
う
。

紀
州
消
山
(
人
7

の
利
以
山
の
と
と
)
へ
拍
下
っ
た
京
阪
M
A

ぴ
江

川
の
川
人
服
向
は
、
収
υ
れ
山
問
、
北
川
か
ら
仲
代
町
前
在
成
立
し

岩
山
持
干
り
の
と
と
に
就
い
て
相
立
に
巾
合
せ
て
、
共
の
営
業

の掛民間出

p
凶
っ
た
。
然
る
に
誕
な
る
も
の
が
、
山
叫
に
央
服
向
相

互
の
総
合
間
慨
に
す
町
与
し
て
、
宅
も
公
法
的
山
一
性
質
を
共
有

し
な
か
っ
た
L
め
、
兎
品
川
北
九
四
定
者
が
彼
等
h
ら
遵
守
さ
れ
な

か
っ
た
。
咋
の
緒
川
取
と
し
て
共
の
版
史
上
に
競
争
生
じ
、
天
保

頃
に
は
切
に
共
の
競
宇
の
弊
省
を
相
互
に
借
る
こ
止
に
左
。

た
o

絡
に
天
保
十
三
年
に
は
再
び
誌
を
成
立
し
て
、
若
山
持
干

わ
り
に
就
き
て
相
互
に
協
定
す
る
必
山
討
を
秘
め
、
講
名
主
改
め
て

若
柴
誹
と
な
し
、
定
書
を
更
に
規
定
し
、
共
の
遜
守
を
替
つ

第
一
一
十
丸
岱
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筆陣

錐

徳
川
時
伐
の
商
人
淘
ル
テ
ル

E て
摘
(，共
れの
IJ: 位「
戎;当E
iD l亡
如従
〈事
むす

ある
ると
nl;)止
』て;

7c 
0 

J1，: 
旺〉

定
書
ι〉
益
部

，H晶

一
組
州
若
山
県
服
拍
下
り
之
両
々
安
来
年
中
上
り
住
古
識
と
相
唱
諸

事
出
読
に
申
合
有
之
依
拠
年
円
押
移
白
熱
視
ケ
政
相
時
払
儲
も
布

之
川
正
に
差
主
等
山
本
い
た

L
供
品
に
付
A
F
，
比
一
統
集
合
巾
誠
之

土
尚
一
品
山
古
来
川
山
北
北
川
川
川
品
川
』
制
改
川
刈
定
允
之
掴

一
位
仰
生
俄
団
体
被
泊
料
山
怯
御
法
此
由
脂
々
陸
相
守
可
巾
事

一
組
問
若
山
表
央
服
仲
間
衆
中
山
U

N

仲
一
一
切
取
引
世
間
政
候
事

一
制
御
意
最
中
よ
り
何
事
と
よ
ら
子
被
申
出
仮
事
有
之
候
得
者
岡
承

供
仁
平
法
行
事
へ
中
入
-
杭
中
椛
之
上
誕
答
可
被
致
候
制
令
些
の

巾
闘
に
て
も
一
己

ω
了
怖
に
で
拘
ヰ
致
問
般
俣
市
ず

一
御
得
意
束
中
白
内
万
一
制
定
時
帳
儲
布
之
依
持
者
共
叩
斑
込
之
多

φ
有
無
に
不
拘
説
内
一
同
釘
築
相
説
い
た
し
柿
々
脳
告
可
中
白
軌

臨
謝
刊
が
た
〈
艇
は
L

斑
込
銀
向
。
仁
同
人
川
内
問
謝
談
可
致
候
花

臨
封
柑
付
候
井
共
引
合
一
同
位
抜
同
時
承
知
白
よ
夫
々
腿
告
可
致
排

而
一
存
に
取
引
致
問
政
艇
部
-
心
得
謹
候
て
現
訟
な
と
申
立
砥
引

被
致
候
は
L
錫
詑
料
金
子
拾
耐
也
静
内
税
金
山
内
へ
可
申
諦
艇
事

一
耕
内
よ
り
ニ
人
づ
ミ
年
替
相
定
行
事
と
し
て
年
中
自
諸
向
相
動
可

申
備
事

-
論
武
鋭
白
た
め
萱
軒
分
金
仏
町
繭
司
J
L
差
出
し
巾
置
布
金
子
年
々
之

行
事
雨
入
預
M
V

世
月
五
朱
白
刺
担
を
叫
年
々
春
秋
雨
皮
諦
内
一
周

崎
市
二
十
九
岱

七
宜
八

第
U
H
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同同同

高
田
善
右
薗
門

中

材

甚

助

中
村
治
左
衛
門

一
万
来
誹
は
、
既
に
述
べ
た
る
如
く
噌
央
服
商
白
協
定
に
よ
り

て
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共
の
規
定
は
強
制
力
に
至
つ

て
乏
し
か
っ
た
。
従
っ
て
天
保
イ
三
年
後
に
於
て
も
共
の
規
約

に
反
す
る
行
助
を
採
る
者
絞
山
し

た
め
に
安
政
二
年
に
=
反

せ~~
ざの
;:， :IJi. 
ií~ 完:
側主
主仁 左
いの
E 如
，~: < 
l己改
10， 1E 
つし
たて

~{ 
u 
~ 
守
を
相
互
に

* .<~. 

天
保
十
三
年
貨
正
月
改
正
い
た
し
若
柴
論
説
定
之
除
々
共
後
紙
披
儀

申
立
定
書
に
相
越
い
た
し
候
事
共
有
之
右
楳
面
々
申
立
候
て
は
規
定

も
観
ケ
政
相
成
所
話
者
諸
向
之
掛
合
等
不
都
合
之
備
と
も
出
端
候
節

相
互
之
迷
路
に
も
可
制
成
に
付
今
般
見
悼
集
合
之
上
R
A
一
市
繭
候
陛
何

分
天
僻
皮
之
規
定
祖
に
立
民
り
後
端
如
阿
蹴
之
鉱
山
師
儀
有
之
候
と
も

九
日
皮
脂
々
相
守
岬
も
趣
誌
に
州
首
巾
川
政
制
び
一
同
規
定
い
た
し
依

然
る
上
唱
高
一
白
催
。
執
ヰ
寺
被
致
鉱
労
位
前
傍
白
越
前
献
井
詑
企

拾
嗣
怠
庇
緋
内
へ
剖
り
可
申
艇
其
卸
彼
H

盟
申
川
敷
堅
〈
巾
定
候
事

一
日
仲
斑
は
剖
諭
た
と
ひ
砲
な
り
品
A
H
J

反
自
差
用
も
斑
幌
事
被
致
問
政

艇
事

一
割
て
持
下
り
の
仁
針
取
引
制
致
供
共
二
皮
目
よ
り
は
説
内
に
加
入

品
品
致
可
申
快
事

雑

妹

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル

一
議
内
集
曾
之
儲
春
正
且
六
回
秩
七
月
十
八
日
隔
日
と
も
初
五
ツ
時

よ
り
山
崎
い
た

L
可
申
+
ん
も
共
年
之
行
事
案
内
之
旭
丈
=
一
目
前
に

相
廻
候
事

但
曾
日
相
定
有
之
上
は
若
其
前
後
と
も
他
国
抽
出
成
候
有
之
候
共

日
繰
悩
成
前
日
品
目
し
で
御
不
事
被
世
間
以
供
万
一
御
不
審
之
俄

有
之
ド
於
て
柑
不
参
料
金
二
百
疋
詩
内
正
制
預
巾
候
此
儲
急
度

御
承
知
被
此
快
事

布
一
一
-
ケ
僚
は
今
般
中
合
之
上
加
入
い
た
し
共
倫
は
諸
事
天
保
皮
之
規

定
白
調
川
宇
可
申
候
尤
も
忘
失
無
之
た
め
叫
紙
に
ゲ
峰
之
下
書
面
々

へ
利
也
世
候
間
制
岡
元
下
向
山
節
に
必
持
参
し
て
持
々
熱
誠
被
訟
相

圧
に
心
判
官
迫
鮎
之
様
被
致
供
阻
」

安
政
二
年
期
七
月

以
上
の
定
書
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
彼
等
央
服
闘
は

講
E
成
立
し
た
L
C
雌
も
、
共
心
且
百
世
話
会
胞
に
就
い
て
協
定
し
た

の
で
は
な
く
、
唯
若
山
花
於
け
る
央
服
販
質
上
に
就
い
て
の
み

申
合
せ
た
に
す
ず
な
い
。
従
っ
て
共
の
同
業
者
結
合
の
目
的

は
、
仲
間
又
は
組
合
の
如
ぐ
臨
況
た
も
の
で
も
た
く
、
又
前
に

i1liJt京文聾

述
べ
た
る
如
く
共
の
結
合
力
も
、
仲
間
の
如
〈
強
阿
た
も
の

で
も
・
な
か
っ
た
ミ
め
、
若
柴
詩
は
明
に
仲
間
等
の
所
副
同
業
組

合
と
共
の
性
質
量
具
に
し
て
居
た
。
帥
ち
そ
れ
は
今
日
の
所
開

7) 
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丸
谷
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五
都
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雑

長主

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル

カ
ル
テ
ル
の
一
様
で
あ
っ
た
止
観
る
方
が
受
訪
で
あ
ら
う
。
ス

誹
が
仲
川
ル
」

M
じ
性
伐
の
も
の
で
な
か
っ
た
己
主
は

天
保
十

二
年
の
株
仲
川
凶
止
の
令
越
に
緋
が
合
ま
れ
て
陪
な
か
っ
た
と

止
に
よ
づ
て
も
如
ら
れ
F
Q

。
削
ち
悲

ι引
例
し
た
米
組
問
械
の
如

き

峡

株
仲
間
雌
止
の
翌
年
半
々

一
日
肘
共
の
効
m
K
を
裂
揚
せ

し
む
る
た
め
、

叫
帥

ω山
ん
古
川
主
改
め
て
川
氏
し
て
居
る
の
で
あ
っ

此
内
事
例
仰
れ
よ
り
で
も
茄
袋
詰
の
存
功
が
株
仲
間
版
刊
の

令
訟
に
宅
も
砥
側
聞
し
な
か
っ
た
と
と
が
分
る
。
而
し
て
官
時
岩

脱
出
識
の
如
吉
緋
が
版
止
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
央
服
附
注
の
取

結
ん
だ
誹
が
、
営
時
存
在
し
た
株
仲
間
組
合
等
主
共
の
性
質
主

杢
然
同
時
に
し
て
賠
た
が
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
誹
は
仲
川

の
如
〈
夫
組
大
た
る
仙
陣
容
を
経
梢
枇
ム
日
闘
に
及
す
べ
昔
も
の
で
な

い
と
い
ふ
と
占
が
認
め
ら
れ
た
結
旧
式
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
央

服
商
法
の
成
立
し
た
緋
は
今
日
の
所
謂
同
業
組
合
で
な
く
、

所
調
企
業
聯
合
印
ち
カ
ル
テ
ル

ι
一
一
組
で
あ
っ
た
と

M
る
べ
き

で
る
ら
う
。

第
二
十
九
容

七
六

O

~. ，、

第
五
腕

大
阪
の
太
物
。
央
服
問
屋
等
は
相
結
ん
で
夫
れ
夫
れ
仲
間
主

成
立
し
て
、
共
の
皆
業
の
繁
築
主
闘
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
例
へ

ば
木
締
問
屋
に
は
紅
戸
組
・
泊
町
純
・
掛
筋
糾
・
東
川
刑
組
・
北
組
・

上
町
制
。
天
渦
組
占
稲
ず
る
仲
間
が
あ
っ
た
。
之
し
と
同
時
比
各

地
へ
白
持
下
り
に
従
事
し
た
と
と
ろ
の
太
物
・
央
服
商
品
苛
は
別

に
共
の
版
点
目
珂
地
に
於
け
る
版
史
上

ι就
い
て
協
定
し
て
、
共
の

叫

UH
設
の
後
肢
を
凶
っ
た
。
机
つ
亡
先
に
引
例
し
た
iycζ

ろ
の
活

築
誌
に
加
入
し
た
呉
服
商
で
、
山
川
他
の
場
所
へ
も
持
下
っ
た
尚

人
は
、
共
白
地
の
持
下
り
商
川
中
の
取
り
結
ん
だ
融
へ
も
加
入

し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
大
阪
の
稲
西
央
服
応
及
び
江
州
の
両

町
普
右
衛
門
が
伊
抽
出
松
山
持
下
り
肉
中
合
に
も
ゑ
茄
し
た
る
が

如
古
は
共
の
一
例
で
あ
る
。
元
来
天
川
昨
年
中

-mら
松
山
持
下
り

の
央
服
尚
段
、
共
の
比
百
業
の
後
民
主
同
d

た
め
、
相
結
ん
で
住

吉
講
を
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
前
広
辿
べ
た
る
如
く
、
静
が

私
の
回
開
で
あ
っ
た
孟
め
、
共
の
一
規
定
が
兎
伺
耕
民
に
よ
り
て

迩
守
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
高
処
元
年
更
に
部
品

集
曾
の
上
、
静
同
日
白
一
致
し
た
Z
行
動
を
採
る
た
め
に
、
次
白

如
く
定
書
を
新
に
せ
ざ
る
を
劇
作
な
か
っ
た
。

毛利耐1"~~(見本)
棋一山鍬 86-811

8) 
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定

時
間
州
下
り
永
編
時
の
儀
は
去
る
天
保
年
中
川
山
〈
眠
鮎
杭
嵐
北
後
中
紹

に
机
成
今
般
銘
L
q

机
設
山
上
刊
誌
軍
総
候
に
就
て
は
近
車
同
宿
部
川
出

来
中
内
根
川
刊
成
い
は
俳
立
り
遊
興
重
り
日
用
相
者
品
誕
生
杯
に
巾
立
茶
封

行
長
遊
興
に
手
慰
或
は
相
場
車
中
杯
に
掛
り
就
に
身
ょ
に
も
州
拘
り
候

程
由
仁
多
〈
山
車
致
候
に
刊
部
家
内
心
切
白
人
よ
り
中
に
は
封
且
差

加
へ
快
事
も
有
之
候
柑
共
常
時
は
一
体
山
凪
儲
に
相
成
品
以
て
歎
か

は
敬
次
第
に
抑
捗
り
時
に
は
下
り
J
H
も
蹴
山
高
候
備
に
付
一
統
わ
官

止
来
持
候
庭
先
前
迄
止
は
迫
ひ
部
L
n
内
町
め
訓
中
粕
に
u
A
H
V
削
船
山
叫

t
佑
一
草
な
る
古
削
に
年
柑
も
N
1
4
山
却
に
て
取
締
関
門
地
睡
も
司
政

仁
白
内
色
々
一
小
宜
凪
義
他
布
之
何
九
時
都
心
利
訟
陪
致
以
蹄
一
一
献
申
告

相
換
に
本
入
手
代
の
純
子
ん
別
拠
ク
間
政
儀
は
却
論
判
喝
事
に
至
る
迄

高
中
心
叫
越
年
内
俗
一
切
紙
之
様
致
皮
に
刊
一
統
相
談
の
よ
此
皮
取

柚
巾
令
則
左
に

一
従
御
公
俄
掠
被
信
仰
山
候
仰
法
度
の
供
は
不
及
巾
蜘
闘
詰
訟
陸
相

守
可
中
依
前
中

一
御
符
、
民
hHU
抗
志
正
時
の
取
引
可
致
事

一
御
得
富
方
。
内
制
切
組
閣
一
柵
滞
り
彼
是
引
骨
融
行
属
鉱
は
ピ
右

臨
合
中
持
制
符
誌
先
制
内
一
統
M
m
引
謹
慮
可
致
事

-
慰
ケ
間
取
山
田
目
到
論
米
相
場
又
は
諸
事
遊
我
山
地
戒
は
遊
樹
齢
杭
都
て

凪
儲
不
官
能
及
且
聞
紙
目
V
明
白
事
た
り
主
も
早
趨
省
時
い
た
し

談
合
白
土

A
申
識
候
て
相
情
備
に
依
は
ば
た
と
へ
新
顔
若
閥
単
に
不

拘
苅
錨
居
合
艇
者
よ
り
晶
画
肱
異
見
致
合
可
申
候
政
一
一
小
相
川
帖
仁

雑

録

徳
川
時
代
山
商
人
カ
ル
テ
ル

有
之
候
は
い
h

其
糊
衆
静
白
上
手
代
な

ιば
主
家
へ
口
干
辿
吋
致
内
通

仮
本
人
な
ら
ば
相
談
内
上
誹
内
相
除
中
僻
事
但
し
舟
中
又
は
持
続

に
て
も
右
鉢
心
得
辿
の
仏
布
之
候
は
ぽ
可
は
同
政
事

一
織
内
自
遣
手
代
心
持
這
与
に
て
暇
山
し
航
者
日
所
ヘ
組
下
り
候
と

も
誹
内
加
入
は
索
よ
り
問
宿
等
一
切
致
問
~
岨
事

一
岡
方
逗
山
山
中
若
山
内
拭
差
越
り
又
位
死
去
布
之
艇
は
V
仲
封
筒
昨
A
H
O

必
凶
到
相
刊
介
抱
心
切
世
百
回
致
L
成
丈
新
品
況
判
掛
り
不
中
拡
副
司

川
巾
保
市
中

一
山
内
不
脅
何
事
一
統
立
合
相
訟
の
上
向
事
恥
究
吋
致
事

一
摘
削
化
体
何
十
M

よ
町
中
品
借
り
侠
と
も
一
切
早
一
巾
間
前
似
事

一
註
年
以
に
刺
凶
'
仙
-
Y

ん
よ
り
訴
に
机
凶
枇
悦
申
λ
依
て
も
相
川
供
者

知
之
掠
相
成
品
料
故
此
院
議
内
上
り
相
脱
両
市
中
川
哨
融
調
。
倍
元
焔
致

承
削
念
鹿
取
締
り
可
被
致
様
則
ケ
保
書
相
秘
位
候
事

一
宿
元
白
山
は
永
年
定
街
白
事
枕
不
行
屑
或
は
狼
成
供
与
有
之
候
は

ピ
-
統
机
訟
の
J
A
M
皮
及
限
令
可
申
輯
悲
し
一
統
よ
り
申
入
枇
儀

不
品
川
知
事
之
能
候
は

V
H
車
叩
山
内
一
統
他
家
ヘ
宿
制
替
可
申
事

一
年
内
上
品
下
も
に
て
噸
庇
歩
合
致
し
時
事
脱
究
珂
致
供
尤
也
事
秋

嗣
度
金
五
十
足
宛
腿
金
致
事

一
闘
一
正
に
於
て
誹
内
副
直
由
仁
両
一
ニ
人
恥
締
方
致
し
其
仁
白
差
制
一

統
制
背
き
申
叩
批
事

一
首
静
内
へ
加
入
白
方
金
二
百
足
出
金
括
致
並
に
一
一
杭
へ
振
非
自
事

イ
引
の
佐
々
此
度
組
定
除
草
に
配
地
候
上
は
永
年
蛇
一
忘
却
一
統
心
得

法
錦
之
様
急
皮
相
守
可
申
依
若
し
雄
前
の
仁
市
之
紙
日
ピ
融
内
相

第
二
十
丸
巷

銘

E
m酔

七
大

ーじ



雑

録

徳
川
時
代
史
向
人
カ
ル
テ
ル

除
同
街
相
附
可
申
供
錦
後
詑
銘
々
印
M

抑
制
て
如
件

高

延

元

巾

年

五

月

犬

阪

泊

閥

単

庄

兵

衛

同

和

来

日

且

梓

兵

備

同

協

日

且

京

兵

術

同

組

世

園

口

皿

金

品

術

同

佐

渡

船

掠

兵

術

川

近

江

比

卯

兵

耐

同

拍

車

属

甚

之

山

刊

越

後

世

休

品

印

刷

京

近

江

川

剖

太

兵

耐

江

副

同

蓄

右

脳

門

同

氏

旧

民

善

脳

同

援

本

丸

右

衛

門

同

藤

野

太

郎

右

衛

門

市

一

刷

説

庄

兵

衛

郡川高官

此
の
佐
官
口
識
の
規
定
で
は
、
共
的
持
下
り
尚
人
の
風
間
仙
の
己

-
と
が
殿
草
に
規
定
さ
れ
て
居
る
。
此
の
鮎
に
於
て
共
の
規
定
の

範
閣
は
前
の
若
様
講
よ
り
も
院
汎
と
な
っ
て
居
る
が
併
し
所

調
同
業
組
合
に
比
較
す
れ
ば
、
共
の
範
間
狭
く

.
H
つ
共
心
強

制
力
也
徐
科
薄
弱
で
あ
っ
た
か
ら
、
住
吉
離
も
仲
刷
で
あ
っ
た

左
は
一
言
へ
争
、
矢
張
同
業
者
の
版
資
に
闘
す
る
結
合
で
あ
っ
た

第
二
十
九
巻

第
五
抗

J、

七
六

-
と
見
る
べ
吉
で
め
ら
う
。

四

以
上
に
上
り
て
明
な
る
如
く
、
京
都
、
大
阪
及
び
江
川
白
央

服
尚
は
、
共
の
各
販
定
地
に
於
け
る
相
瓦
聞
の
競
午
を
魁
〈
る

た
め
、
結
合
し
亡
た
礼
夫
れ
滞
在
成
立
し
、
各
自
は
共
の
識
の

規
定
に
よ
り
て
行
動
し
た
。
ぬ
っ
と
彼
等
央
服
尚
は
此
の
誠
む

成
立
の
た
め
に
利
益
す
る
と

k
少
か
ら
宇
、

延
い
て
共
の
営
業

を
益
々
渡
良
せ
し
む
る
己
主
が
出
来
た
。
併
し
識
に
桟
泣
す
べ

き
己
主
は
、
此
白
央
服
繭
の
取
結
ん
だ
詳
の
加
入
者
の
大
多
数

が
近
江
商
人
で
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。
山
口
北
制
之
、

が
徳
川
時
代
金
闘
到
る
庭
に
共
服
類
を
持
下
っ
て
、
各
々
成
功

近
江
南
人

し
た
止
い
ふ
と
止
は
、
勿
論
彼
等
の
商
才
に
よ
る
所
も
少
く
た

か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
山
間
彼
等
が
一
種
の
カ
ル
テ
ル
た
る
誹
を

成
立
し
、
共
の
講
の
力
に
よ
り
て
、
共
の
商
椛
在
確
保
蜘
践
し

た
こ
止
も
極
め
て
大
で
あ
っ
た
と
と
は
之
E
推
察
す
る
に
難
く

在
い
。


